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安心して
ll夫適に住める街のために

理事長 安本進

過去ファミリータイムスは年間 1～2回

発行され、2014年 2月 の通算 86号で一

旦休止しています。管理組合ニュースが

一時期重複はしていましたが、その時々

のタイムリーな話題を取り上げ、2011年 9

月より随時発行され、既に通算 82号を

発行しています。今回のファミリータイム

スは、今期から理事 2年任期となるため、
理事の仕事や街区で抱えている問題な

ど、皆さんに広くご理解を頂き、またその

中に入つていただきたいとの思いで作成

しました。よつて従来のような専門的な解

説だけではなく、理事の方々が日々どの

ように取り組んでいるか、取り組みたいか、

ということを散文的に語つてもらいました。

中央の森弐番街は 1981年から84年

にかけて建設されました。既に40年近く

が経過しているわけです。当初背丈ほど

のケヤキは20mの大木に育ちました。同

様に、若くして入居された方々には既に

お孫さんがおられる方もいます。当時の

働き盛りは既に悠々自適となり、ニュータ

ウンでの生活を楽しんでいます。ここは

都心にも近く、生活のインフラも整つてお

り、緑も豊かなとても落ち着いた地域で

す。建物は既に40年も経過しています

が、メンテナンスはしつかりとされており、

今なおバランスの取れた住環境が整っ

ているものと思います。

住環境を維持していくことは管理組合

の最も重要な仕事です。

修繕専門委員会では建物の維持管理を

行う長期計画を立て、また安全で住みや

すい環境を整備するために、皆様から

お預か りしている積立金をいかに有

効に活用するかを検討しています。防

災専門委員会では、地震の対応をもと

に減災対策を立てていましたが、最近

では大雨に対する対応策が大きな課

題となっています。環境整備担当は、

一年を通 じて街区全体の植栽整備計

画を担っていますが、中長期的な街区

全イ本更にはニュータウン全体の構想

を検討する段階に入ってきました。

10月 の台風 19号で 5号棟 と 7
号棟間の「みずき」が根こそぎ倒され

たのは記憶に新しいことです。また木

の根が排水管に入り込み、排水不能と

なったこともありました。このように

最近では、修繕・防災・植栽など総合

的な観点での対応が必要となってき

ています。

また 476戸 の方々がお住まいに
なっているので、個々の方々がそれぞ

れご自身の生活と共に、周囲の方々の

環境を侵さないような配慮も当然の

こととして必要になってきます。この

街区の管理規約での制約はさほど厳

しくありません。周囲の皆さんに迷惑

をかけないようであれば、あえて規約

で制約するということはしていませ

ん。お一人お一人が周囲の方に配慮し

て快適に住める街にしていきたいと、

理事一同は望んでいます。管理組合の

仕事は、皆さんの仕事です。これから

理事が回つて くる方もいらっしゃい

ますが、快くお引き受けください。



ニュータウンの “若返 り"

を実現 しよう

副理事長・修繕専門委員長

清水幸信

私が、志木ニュータウンに入居して 86

年が経ち、長くここに住んだなと感じ

ている今日この頃です。 2年前から、

副理事長・修繕委員長を仰せつかり3

年 目に入つております。この 2年間、

組合活動を通じで感じた事を、自由気

ままに書きたいと思います。最後まで

読んで頂ければ幸甚でございます。

マンション建物 と居住者が共に老い

る “二つの老い"は全てのマンション

に共通の課題です。しかし、当事者で

ある居住者の意識は必ずしも高いと

は言えません。

古いマンションで住む人は、「自分は

ここで生涯を終えるから、もうこのま

まで良い」と考え、築年の浅いマンシ

ョンでは「遠い将来の話」と受け止め

る。いずれも長期修繕計画の策定や修

繕積立金の過不足には関心が向かな

い。

“二の老い"の行き着く先と、“若返 り

策"について、考えてみました。

1、 <高齢化する居住者>
マンションは、いつまで住み続けら

れると考えますか。

マンション新築時に入居 した若いフ

ァミリーは、年月とともに歳を取って

いきます。これは自然なことですが、

居住者が高齢者ばかりになると、理事

会役員の “なり手"がいなくなります。

輪番制で人数を集めたとしても、体

力・気力がなく何も決められない組織

ということもあります。理事会が機能

しないと、区分所有者の合意形成など

マンション運営の意思決定ができま

せん。メンテナンスや大規模修繕の時

期を迎えても、工事計画を実行する事

が出来なくなってしまいます。

2、 <建物も経年劣化>
建物も生き物です。老いて劣化が進

むと雨漏 りや塗装の剥がれが発生し

ます。手入れが行き届かないとマンシ

ョン入居者が減り、空き室が増えます。

管理費や修繕積立金が集まらなくな

り、必要な工事費用が不足します。空

き室が長引き所有者が不在不明の事

態となると、建て替え決議もままなり

ません。

こうして、二つの老い問題を放置する

とスラム化の一途をたどり。大切な資

産が負の遺産に変わってしまいます。



3、 <ス ラム化させないリニューアル

>
スラム化させないためにどうすれ

ばいいのでしょうか。

居住者の老いの対策として、若い世代

に入居してもらい、管理組合を若返ら

せて活性化しなくてはなりません。そ

のためには若い世代が「住みたい」と

思える魅力的なマンションにリニュ

ーアルする必要があります。それには、

防音改修・断熱改修・バリアフリー改

修等を実施すべきと思います。

使い勝手が良くなれば、若い人に選ば

れるマンションになります。リニュー

アルエ事は建物の老いへの対策であ

ると同時に、居住者の若返り策でもあ

ります。

4、 <“いつか建て替え"を念頭に>
建物は未来永劫存続するものではな

く、いつかは寿命を迎え、建て替えが

必要となります。大規模修繕を重ねて

いても同じこと。建て替えを行うのは

我々でなく次世代、子供や孫の世代か

もしれませんが、その時に困らないよ

う、今やっておくべきことがあります。

一つは、建て替えるまでの間、先に述

べた改良や改修を行い、空き家のない

住み良い環境を維持すること。

もう一つは、大規模修繕でしっかりと

した品質の工事を行い、次の大規模修

繕までの同期をできるだけ長 くする

こと。

マンションの法定耐用年数は、以前約

60年 と言われていましたが、これは寿

命ではありません。きちんと手入れを

すれば、躯体コンクリー トは、 100年

持つといわれています。 100年持たせ

るとともに、その間の大規模修繕の回

数を減らすことが出来れば、修繕積立

金を少しずつプールし、将来の建て替

え資金の一部に充てることができま

す。

“いつかは建て替え"を念頭に維持・

修繕を行うべきと思います。

5、 <売れるマンションをつくるとい

う意識>
マンションの価値が下がると、いざ

売ろうとした時に希望の価格では売

れなくなります。自分は高齢者住宅な

どに転居したとしても、売却できなけ

れば、延々と管理費・修繕積立金を支

払い続けることになりかねません。

居住者が皆でマンションを大切に維

持していけば、価値は下がらず、良い

価格で取引することが出来ます。

空き家だらけのマンションは、地域の

安全や活性化にも影響を落とします。

長期修繕計画をたて、しっかりとした

資金計画の下で品質の良い工事を行

い、マンションを大切に維持管理して

いくことが重要です。

6、 <長期修繕計画の策定、見直し、

活用を>
リニューアルエ事は必要だとはい

え、すべてを一度に行うことはできま

せん。先ずいつ、何を行うか管理組合

で検討し、長期修繕計画に落とし込ん

で資金計画を立てることが大切です。



5年毎のスパンで見直しを行い、建物

と積立金の状況を把握しておきます。

以上、建物の事ばかり書きましたが、

居住者全員が、LCC(建物の生涯費用 )

の面での認識を共有し、マンションコ

ミュニテーの形成及び災害時お互い

の思いやりと助け合い (自助・共助 。

公助)の意識向上がはかられれば活気

のある街として、再生できることを其月

待しております。

環境整備

副理事長・環境整備担当 北澤輝夫

2年前に理事に就任して以来、継続し

て環境整備活動を担当しています。環

境整備活動は大きく分けて植栽保守

活動と清掃美化活動に分かれます。

植栽保守活動

志木ニュータウン造成時の眼日で

ある武蔵野の面影をイメージした街

づくりを意識しつつ、花と緑に囲まれ

た快適な居住空間を目指して、造園業

者との緊密な連携のもと、定期的な保

守作業や組合員の方々か らの折々の

要望等に基づいたスポ ットの保守作

業を実施しています。また、ボランテ

ィアの方々のご協力を得て、花壇の維

持・管理を行っています。雨による土

壌の流出を防ぐための土留め作業や

雨水枡の保守・修繕、徒長した灌木・

地衣類の適時刈 り取 り等も活動の重

要な一部となっています。

入居後 35年以上が経過し、樹木の

巨大化と樹木・草本類の根による雨水

管や外構汚水管のつまり等の配管ヘ

の悪影響が リスクとして昨今クロー

ズアップされてきています。樹木の巨

大化については美観、下層階の日当た

り、通風の確保、倒壊の恐れ等を考慮

して剪定 。強剪定 。伐採の検討をして

います。配管への悪影響については修

繕専門委員会 との協議に基づいて連

携して対応していきます。

清掃美化活動

粗大ゴミや処理不能ゴミの扱いを

含むゴミの分別処理、ゴミ出しのタイ

ミング等についてのチェックおよび

啓蒙活動を実施しています。また、ゴ

ミコンテナの修理、ゴミ集積所備品の

管理等を行っています。

ゴミ処理については市役所のガイ

ドラインに沿って分別処理するとい

う各組合員の自覚が何よ り大切だと

理解しています。特に粗大ゴミ (一辺

が 24cmx 24cmx 35cmの 何れかを超え

る大きさ。長さのゴミ)、 処理不能ゴミ

(テ レビ、洗濯機、乾燥機、冷蔵庫、



エアコン、パソコン、プリンター、タ

イヤなどの自動車部品等)の処理につ

いては折にふれ掲示やポスター等で

注意を喚起していますが、常に立合う

訳にはいきませんので、最終的には各

組合員の自覚に待つ他はありません。

毎週木曜日のリサイクル資源 (新聞、

段ボール、雑誌、雑紙、布類等)の持

出しについても、前夜・雨天の日の持

出し禁上を含めて、全く同様なことが

言えます。誰かが後始末をしてくれる

ことを期待するのではなく、各組合員

が当事者意識をもって対応して頂く

ことを切にお願いしたいと思います。

(不適切なゴミ処理の事例について

は、毎月の理事会議事録に添付の「環

境整備活動記録」をごか照下さい。)

安否確認訓練へのご協力を

防災備品に簡易トイレを

防災専門委員会 加藤日佐夫

災害後の支援は避難所を窓口に行わ

れます。自宅避難者へも同じです。個

人では効率も悪いので自主防災会な

どが、情報伝達や支援物資の数量確

定・受け渡しの窓口になり、安否確認

した住民数が配布の元になります。そ

れで防災訓練で安否確認訓練を繰 り

返しています。

近年気候変動で水害危 F父が増 してい

ます。各棟が孤立した時の安否確認は

現在の訓練方法では対応できないと

考えられ、トランシーバー網を充実さ

せるな ど今後考える必要があると思

います。皆さんの一層のご協力をお願

いします。

先日、HUG研 修 (避難所運営ゲーム)
にか加しました。難所を開設すると地

域住民の他、旅行者・外国人など、病

人・ペット連れ、老人・子供だけ、い

ろいろな人たちが来ます。避難所にあ

る備品もそのまま使えるもの・組み立

てるもの、集まった人たちからの要求、

外部からの支援の連絡など、こうした

ことが順序に関係なく起 こったりし

ます。これらをどんどん処理していく

ゲームです。最初期にしなければなら

ないと感じたのはトイレ設置・使用ル

ールを決める事です。

これはいろいろな住まい方が一棟内

にあるニュータウンでの自宅避難で

も同じと思います。下水道が使えるよ

うになるまでは自宅内に仮設 トイレ

が必要です。家庭の防災備品の一番に

用意しておくべきでしょう。



会計担当理事の活動状況及び

ご協力お願い

(管理費・修繕積立金・使用料

等の支払いについて)

会計担当 相原澄弘、古賀純

会計担当理事の活動は、管理組合の

予算案・決算資料の作成や会計・出納

業務を委託している (株)東急コミュ
ニティー (以下、「束コミ」)力 らゝの報

告資料や会計資料 (収支報告書、貸借

対照表等)のチェック・確認及び支払
い承認等を行っていますが、管理費・

修繕積立金 。(以下、「管理費等」)、 及

び駐車場・駐輪場等使用料 (以下、「使

用料」)の未入金管理も重要な業務の
一つです。

管理費等及び使用料の未入金の状

況については、相統 。売却案件等の長

期未入金案件の解決や、理事長のサポ

ー ト及び東コミを通じた督促・回収に

努めてか りました結果、金額面では減

少・改善しております (表 1.ごか照 )。
しかしながら、毎月新たにうっかり

ミスや毎月 27日 に引き落とされ
る口座振替不能 (預金残高不足)によ
る発生もあり、管理費等及び使用料の

未入金件数は常時 10数件/月 の残高が

あります。

未入金の発生 。継続は、管理規約・

管理規則に定められた管理費等及び

使用料の納入義務違反であり、東コミ

や管理組合の督促等回収にかかる事

務負担が増えることや、再度、口座振

替処理を行うことにもなり、手数料負

担も増加することにもなります。

管理組合としては未入金の新たな

発生を是非無くしたく、うっかリミス

にご留意いただくなど皆さまのより

一層のご協力をお願いいたします。万

一発生した未入金については、早期対

応 。早其月解決が重要であり、皆さまが

お気づきになられた場合は速やかに

東コミにご相談。ご対応お願いいたし

ます。

管理組合・会計担当理事としても未

入金が長期化しないよう、必要な対応

(督促や場合によっては法的手段の

検討等)を行い更なる改善に努めてか
りますので宜しくお願いいたします。

１

況

表

状

管理費等及び使用料未入金の

(月 末残高 )

年月 件数 金額 (円 ) 備考

2018年 3月 13 762,980 相続・売却等の長期未入金案件あり

2018年 9月 18 519,540

2019年 3月 19 374, 510 件数増は修繕積立金改定に伴うスポット要因

2019年 9月 12 243, 130



駐車場・駐輪場担当として

高島久雄

駐車場・駐輪場担当は今季前半で以下

の項目を実行しました。

1.バイク駐車場の整理 。拡大
2.駐車場アンケー トの実施

1.バイク駐車場の整理・拡大に関し
ては、先期から意見書により拡大の

要望があり、10月 1日 に 7号棟南側

駐輪場にあるバイク置場を安全性

に考慮し、整理拡大を行いました。

今後は他号棟のバイク置場も安全

性に考慮し整理していく方向です。

2,駐車場アンケー トでは今年 4月 に

迫った駐車場の改選を控え、今後の

車保有台数の動向、現状の問題点及

びその他意見等を収集しました。

・回収率は全体で 39%、 車保有者に

対しては 58%弱 という結果でした。
・車の保有動向では、未回答が多く

データとしては十分ではないが、若

千の減少傾向がみられました。

・現状の問題点では鳥の糞などの落

下物への関心が高く、42名が落下物

ありとなっています。

・その他の意見でも落下物に対する

意見や要望が多く、今後の対策が必

要と思われます。

他には保有台数の減少が前提 となる

が、駐車スペースの改善要望が目立ち

ました。斬新な意見としては、充電ス

テーションの設置 (集会所駐車場に)

という意見もありました。

以上の結果に基づき、今後理事会で検

討していきます。

きらく会設立に思うこと

町内会長 小柴和之

(まだまだいける高齢者。プラス若年

世帯との融合によるコミュニティー

の活性化 )

令和元年 7月 21日 に中央の森弐番
街町内会に老人クラブ「きらく会」が

発足いたしました。

設立総会時の入会会員数は 58名 に
及びました。設立時は発起人 15人十
20～ 30人 ほどと見込んでいたの
で想像以上の会員数でした。

この参加者 58名が多いのか、少ない
のかを問う必要はないと思います。概



ね60歳以上の男女 58名が「皆さん
と一緒に何か楽しいことをやりまし

ょう。」「何か助け合うことをやりまし

ょう。」と、志を共有して集まっている

ことに意義があると思います。

7月 にスタートしましたが、初年度に

しては活発な活動で、既に設立前にお

一人の発起人の発案により円形広場

でラジオ体操を実施しています。早朝

にもかかわらず、メンバーは約 30人

常時 20人以上の仲間でラジオ体操
第一と第二を行っています。

7月 以降の活動・イベントは毎月定例

の茶話会をはじめ、茶話会のイベント

に太柾拳のデモンストレーション講

座、気功サークルの見学、10月 に香

川市長を囲んでの座談会、10月 ～ 1

2月 は志木文化財保護審議会の深瀬

克氏の教養講座「志木市を知ろう。郷

土史入門講座①②」、12月 は「年 (歳 )
忘れ会」 (笑)を開催。ワンコイン50
0円程度の景品を用意してビンゴゲ

ームを行います。富士山が良く見える

12月から1月 に「市内歴史散歩」を

実施します。毎回飽きない内容に多く

の会員が参加しています。

男女を問わず「健康麻雀をやりたい。」

「カラオケをやりましょう !」 という

声もあって、中古の麻雀台はどうすれ

′ば手に入るの ?等々みんなで知恵を

絞って新しい体験の実現に試行錯誤

しております。さて、中央の森弐番街

白治会になぜ今迄老人クラブができ

なかったのか。それは、住民は壮年期

の人が多く、元気で若く公私に渡って

バリバリの人達であったから、当時は

必要なかったのでしょう。

今やほとんどの方が入居 して 40有
余年を経過しましたが、住みよい志木

ニュータウンで快適に過 ごしていま

す。しかしながら、ジュニアが独立し

て高齢夫婦世帯が多くなり、すでに超

高齢化に至っております。

そのような環境にあって、中弐コミュ

ニティーに「きらく会」が設立された

ことは、これからの時代のコミュニテ

ィー活動のターニングポイン トとし

て、大変意味深いことではないでしょ

うか。

社協の統計によると、志木ニュータウ

ンの住民の年齢は超高齢化 していま

すが、自立できて老化に至っていない

住民が多いと聞いております。まだま

だ動けて楽しく過ごせる高齢者が、い

ずれは定年後の基盤を中弐街区に置

いて、仲間ともにコミュニティーの活

性化に寄与していただけることと思

います。超高齢化の中にあっても「き

らく会」が設立されたことを契機にコ

ミュニティーが活性化して、やがて若

年世帯の皆さんと連携して相互扶助

の形でいろいろなイベントに参加し

ていただくことによって、お互い顔見

知りになリコミュニティーが活性化

することが望ましいのですが。

これからは管理組合理事・町内会役員

だけの活動ではなく、住民の皆さんと

共に街全体でスクラムを組んで防災・

減災・防犯に安心安全な組織がつくら

れることが、何事にも強い中弐コミュ

ニ歩ィーの形成につながるのではな

いでしょうか。



各理事から

豊かな森やオープンスペース等の住

環境の良さが気に入 り入居して、37年

たちました。理事も今回で 4回目にな

ります。毎回、理事をお受けするたび

に、各担当の方々が、住みやすい環境

を維持するために努力されてきたこ

とを実感しております。

今期の理事会では、環境整備を担当さ

せていただくことにな りましたが未

経験のため、北澤副理事長さんや専門

委員の方に教えていただき、微力なが

ら役割を担っていきたいと思います。

自然災害等の新たな課題に対 しても

皆様とともに考え、培われた緑の環境

を守っていきたいと思います。

1号棟 前田秀子

私が志木ニュータウンに引っ越 して

きたのは 9年前です。緑が多くスーパ

ーや駅も近いこともあり、すぐに環境

に慣れることができました。

特に子供が生まれた後は、緑に囲ま

れているニュータウンは、とても子育

てしやすい環境だと実感しています。

その中で今回私は環境整備を担当さ

せていただき、理事会の方々のお仕事

によってたくさんの木々たちが守 ら

れていることを知 りました。

ここに移住 して初めての理事会役

員でわからないことだらけですが、北

澤理事のお力を借 りながら2年間努め

ていきたいと思います。

2号棟 澤木崇宏

入居して 22年、初めて、37期、38

期の理事会役員の書記を経験させて

頂き、大変勉強になりました。何事も

真剣に取り組む理事長、両副理事長を

はじめ、他の理事の皆様方の姿勢に歴

代の理事さん方のご苦労が少 しでも

理解できたかなと思 うとやって良か

ったと思っています。皆様のご理解と

ご協力を心から感謝しております。あ

と任期も半年余りですが、皆様から愛

される議事録 ?を 目指 して頑張る所

存です。

4号棟 福島まゆみ



今年はじめて理事会に参加し、書記の

仕事に携わりましたが、自身の住居が

どのような方々に支えられているか

知ることができたとともに、自らが何

か しら組合員の方に貢献できるか考

える良いきっかけとなりました。

今まで町内会をはじめ、地域のコミュ

ニティー活動に参加する機会がなく、

理事会の仕事に対 して不安もありま

したが、幅広い年代、職業の方々と

言葉を交わす機会に恵まれマンショ

ンの自治について大変勉強にな りま

した。

今後 も微力なが ら理事会のお役に立

てるよう頑張りたいと思います。

4号棟 溝部博進

1984年第 3期管理組合役員として一

年間活動しまた。とはいえまだ新しい

マンションには特に火急な問題もあ

りませんでした。専門委員会もなく、

理事会は管理会社の報告、問題提起に

対 し承認するだけの受動的な会議で

した。去年より私にとっては畑違いの

修繕専門委員会を仰せつか り躊躇致

しましたが、自分の住む家の建築構造、

電機、上下水道等について少しでも知

識を得たいと承諾しました。委員会は

かな り専門的内容にまでにおよび私

には意見、提案など出来ませんが大変

勉強になります。昔と違い委員の方々

は自らの専門知識を出しあい課題を

解決 していく自主的な管理組合にな

っていました。タイル 1枚から大規模

修繕、花木 1本から町内全体の環境、

今後ますます必要 となる防災対策ま

で管理組合の役割は私達住民にはさ

らに重要となります。自分自身のこと

と認識 しさらに管理組合への協力が

必要だと感じます。

4号棟 細谷博孝

ニュータウンには、1982年 まだ南
の森にしか入居していない状況で、東

と中央の森の募集が始まった時に入

居しました。

ニュータウンは木々が多 く季節に

より新緑、きれいな花々、紅葉と常に

楽しませてくれます。管理も行き届い

ており、建物にも変化があリニュータ

ウンに住んで良かったと思っていま

す。

理事に、というおはなしは今まで何

度かいただきましたが、勤めているこ

ともありお断りしておりました。三度

目の理事を引き受けていただいてい

る方々もいらっしゃる状況でお断り

もできず、今ならまだ頭も身体もなん

とかなるか ?と思い理事をさせてい

ただくことになりました。

理事の方々は、いろいろ専門的に詳

しく知っている方々が多く、新しい知

識を得る機会をいただいています。自

分の住んでいるところについて、新し

い情報、状況を知ることができてよか

ったと思っております。

分からないことばかりですが、よろ

しくお願いいたします。

5号棟 加藤路子



志木第四小学校を卒業 して三十数年

の月日が経ちました。就職してからし

ばらくは志木の土地を離れていまし

たが、結婚を機に志木ニュータウンヘ

戻ってきました。

今期より、理事の一員となりました

が、会議の度に先任の理事の方々の

ご苦労や取組みを改めて知 り歴史と

重みを感じております。先任方のおか

げで、素晴らしい街が保たれているこ

とを実感しました。今後は歴史を作る

立場として子供たちや住民の方々が

安全快適に暮らしていけるような街

づくりに取り組んでいきたいと思い

ます。どうぞ宜しくお願い致します。

6号棟 酒井貴也

子育てを考え、渋谷から移ってきたの

が 30数年前。そのころの東上線通勤

マナーにびっくりし、いざ転出をはか

るも、結局全面リフォームまでして住

みついてしまいました。

これまでの経験が生かせるかと、今回

修繕担当になりましたが、委員方々の

ご尽力には圧倒されています。

「ブレグジット」で話題の国の知人が

かつて、「築 100年にもならない我が

家は、新しすぎて格好つかない」と言

っていましたが、私たちとはずいぶん

の違いです。

今のところ、修繕委員会では内容理解

がやっとで、そろそろネジを巻かねば

と思っています。

6号棟 中井賢太郎

理事会の監事として、2期 日となりま

す。前期の共用部分の給水管更新工事

今期の玄関ドア更新工事と大事業が

連続し、無事に終了いたしました。

この間、理事会及び専門委員会の皆

様方の動向を拝見しておりますと、一

組合員として頭がさがります。

今後も当街区の環境保全の安全を

保つためには、理事会の役割が一層重

要となります。組合員の皆様方には、

誇れるわが町として、一層のご協力を

お願いたしたいと思います

6号棟 田村一秀

1年 目の駐車場担当として、戸惑いな

がら理事会に参加しております。

理事になる前の駐車場担当のイメー

ジは、2年毎に行う抽選会が大きく難

しくは考えておりませんでした。しか

し、実際に携わってみると、駐車スペ

ース不足からの様々な課題と景観を

損な う為に樹木伐採が難 しい状況に

気付きました。



先日行ったアンケー トを参考に、難し

い課題解決ではありますが、皆様の住

みやすい環境作 りを心掛けていきた

いと思います。

6号棟 亀沢徹

中央弐番街に住み 35年が経過 し街
並みも人並みも変化した中、理事のひ

とりとして管理組合に携わ り 2年が

経過しました。家にいることの方を好

む私 にとってとても重いもので した

が、回を重ねる毎に知り得なかったこ

とを知り、知り合うことのなかった人

と知り合えたことは、人数合わせの役

だけの私には得難い時間となってい

ます。災害や高齢化等、何かと不安を

感じる今、顔見知りの人達が増えたこ

とは、これか らの暮 らしの糧 とな り

日々ポジティブな変化をもた らすに

違いないと考えています。最近特に理

事を引き受けて良かったと思 うとこ

ろが多くなっていますが、このあと残

りの期間、お役立ちを心掛け、活動し

て行けるよう努めたいと思っていま

す。

7号棟 永田由美子

ニュータウンの仲間入 りをして 5年余

りとなりました。まだまだ若輩者です。

中央の森弐番街が完成して 35年が経

過するとのことですが、良好な建築と

住環境が維持され、四季折々の自然が

感 じられる美 しい緑地や歩道の維持

整備には頭が下がる思いです。

高度経済成長期に大規模開発された

マンション群は高齢者問題、老朽化、

空き住戸問題が深刻ですが、魅力ある

住環境を売りに若い世代にも入居。継

承してもらうためにできることは何

か ?を模索していきたいと思ってい

ます。

7号棟 山代和弘

中央の森弐番街にお住いの皆様、明る

く楽 しい毎 日を過 ごされていますで

しょうか。多くの緑や自然に囲まれた

ニュータウンは、都心へのアクセスも

よく、仕事にも子育てにも素晴らしい

環境が整っていると思います。その中

の弐番街は、柳瀬川を背に476世 帯
が日々の暮らしを営んでおります。私

もこの環境が大好きで、これからも長

く続くように願う次第です。このとこ

ろ弐番街 も他街区同様老朽化が進み

始め、近々では全戸のドア交換を行う

など大規模修繕が行われました。また、

年末には新しい防災倉庫が完成し、住

民の安全に一役買うことになってお

ります。これまでもこれからも、管理



組合がこのような弐番街の安全安心

の為のアクションを行ってきました。

皆様か ら預かつている管理費を皆様

のためにいかに有効に活用するか、大

事な仕事です。私も、昨年 (2019
年)5月 から、理事の一員に加わらせ
ていただきました。これまでの理事達

が積み上げてきた環境を損なうこと

なく、さらに発展できるよう頑張って

行きたいと思いますので、ご理解ご協

力いただければ幸いです。任期は2年、

頑張りますのでよろしくお願い申し

上げます。

7号棟 八尾恵司

集会所で行われている活動一覧

編集後記 :原稿を書いていたころは、平穏な状況でした。まさかコロナウィル

スのような脅威にさらされるとは、想像もしていませんでした。それでも気持

ちのよい季節になってきたので、散歩に出て気分転換してください。 (安本 )

グールプ名 使用日 時間 内容

麻雀サークル 第 2・ 4月曜日 11:30～ 16:00 麻雀

スマイルフィットネス 毎週火曜日 10:00～ 13:00 体操

ノヾレットの会 毎月第 3金曜日 10:00～ 15:00 絵画

3B体操サーク,レ 毎週水曜日 10:00～ 12100 体操

健康体操教室 毎週木曜日 10:30～ 12:00 体操

囲碁の会 毎週水曜日 13:00～ 17:00 囲碁

書道教室(千翠会 ) 毎週 2・ 4月曜日 10:00～ 12:00 書道

ダンス・八ルモエア 毎週金曜日 19:00～21:00 モダンダンス

とちの樹会・.体操サロン 第 2・ 4金曜日 10100～ 12:00 体操

ちぎりす陰サークル 第 2・ 4月曜日 13:00～ 15:30 ち:勤絵

手言舌サークル 第 2・ 4金曜日 10:00～ 12:00 手話

気功サークル 毎週月曜日 9:30～ 11:30 気功

カラオケサークル「コスモス」 第 Ⅲ3月曜日 13:00～ 15:00 カラオケ

楽天会 第 1・ 3土曜日 15:00～ 17:00 体操

エンジョイ 空手教室 第 1′ 2′ 3′4土曜日 15:00～ 17:00 空手


